
 

2026年 7月 15日 

当社のゴム種子油脂の SAF（持続可能な航空燃料）原料化に向けた 
調査事業が NEDO の公募事業に採択されました 

株式会社野村事務所（本社：東京都港区、代表取締役社長：野村生次、以下当社）の「ゴ

ム種子油脂の SAF 原料化へ向けた事業化調査」が、国立研究開発法人新エネルギー・産業

技術総合開発機構（以下「NEDO」）の公募事業「持続可能な航空燃料（SAF）等の安定

的・効率的な生産技術開発事業／SAF 原料の多様化（補助事業）の研究開発項目／SAF 原

料の多様化」に係る実施体制の決定において事業者に採択され*1)、2025年 12月 19日付で

交付決定を受けましたので、お知らせいたします。 

*1)「持続可能な航空燃料（SAF）等の安定的・効率的な生産技術開発事業」に係る実施体

制の決定について | 公募 | NEDO 

パラゴムノキは天然ゴム原料（ラテックス）を産生する植物として、東南アジアなど熱帯

の管理されたプランテーションで広く栽培されていますが、その種子は非可食のため現在

多くが未利用のまま廃棄されています。タイ王国は世界有数の天然ゴム生産国であり、当

社はゴム種子の HEFA 法による SAF 製造*4)*5)の原料としての利用可能性に着目しています
*2)*3)。本事業で当社は、ゴム種子油脂（RSO：Rubber Seed Oil）を SAF原料として商業的

に利用する目的で以下の調査を開始いたしました。将来、我が国の SAF 需要に応える持続

可能な原料の多様化に貢献したいと考えます。 

■ 原料から SAF までの工程イメージ 
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■ 事業概要 

https://www.nedo.go.jp/koubo/FF3_100423.html
https://www.nedo.go.jp/koubo/FF3_100423.html


事業名 持続可能な航空燃料（SAF）等の安定的・効率的な生産技術開発事業 

研究開発項目 SAF原料の多様化（補助事業） 

調査テーマ名 ゴム種子油脂の SAF 原料化へ向けた事業化調査 

事業年度 2025～2026年度 

提案者・事業者 株式会社野村事務所 

主な調査項目 

1 タイやアジア各国におけるゴム種子の賦存量調査 
2 種子の効率的な収穫法、搾油法、精製法の調査 
3 商業的な RSO製造のための経済性・サプライチェーンの検討 
4 SAF の試験製造、ASTM適合可能性の調査*4)*5) 
5 種子の収穫から SAF製品に至る工程のライフサイクル解析、
CORSIA*6)適格燃料として求められる持続可能性基準適合に向けたデー
タ収集 

なお、調査項目の一部は日揮グローバル株式会社の協力を得て実施する予定です。 

【参考】当社の本事業に関するこれまでの取り組み 
*2) 2024 年 3 月、タイ王国天然ゴム公社（RAOT：Rubber Authority of Thailand）と当社

は、タイ王国のゴム産業における新たな共同研究プロジェクトとしてゴム種子調達に関す

る覚書（MOU）を締結しました。202406051118126772.pdf 

*3) 2025 年 6 月に RAOT と当社は、ゴム種子の調達に関する基本合意書を締結しました。

202509161644231902.pdf 

また当社は RAOT のチャチュンサオ・リサーチセンター内に当社ラボを開設し、ゴム種子

の収穫や保存法、搾油法などの調査を行っています。 

【注記】 
*4) ASTM D7566規格：ASTM Internationalが定める持続可能な航空燃料（SAF）の国際的

な規格で、D7566では原料や製造法を Annex A1～A8で規定しています。RSOからの SAF

製造では、ASTM D7566 Annex A2（HEFA法*5)）への適合可能性の確認を目指しています。 

*5) HEFA法：Hydroprocessed Esters and Fatty Acidsの略。廃食油や動植物油脂・エステ

ル等を水素化処理して ASTM D7566 Annex A2 に規定される SAF 基材を製造するプロセ

https://nomjim.co.jp/files/libs/2478/202406051118126772.pdf
https://nomjim.co.jp/files/libs/2754/202509161644231902.pdf


ス。既存の石油系ジェット燃料に最大 50%まで混合して民間航空機で使用することが認め

られています。 

*6) CORSIA：Carbon Offsetting and Reduction Scheme for International Aviationの略。

International Civil Aviation Organization（国際民間航空機関、 ICAO）が主導する国際航

空輸送におけるカーボンオフセット及び削減スキーム。SAF の利用では原料製造（栽培）

から燃料使用に至るライフサイクル温室効果ガスの削減効果や持続可能性基準への適格性

がこのスキームに沿って厳密に評価されます。 

 

本ニュースリリースの内容についてのお問合せはこちらのお問合せフォームへ。 

https://nomjim.co.jp/pages/5/

